













































化・活用（transform，exploit）」の側面（Zahra & George，2002）に着目する。 
 










                                                  



















































形態や「結合能力（combinative capabilities）」も重要だというのである（Van den Bosch et al.，
1999）。こうして近年は吸収能力の構成概念として，単に組織が保有する知識・情報が増進される
過程だけでなく，それらが結合されたり実用化されたりする過程が重視されるようになっている。 














吸収は類似性や親和性に基づいて進められる（Mowery et al.，1996; Lane & Lubatkin，1998）。




が多かった（Levinthal & March，1993 等）。もともと吸収能力は基礎的な研究開発活動の副産物
と捉えられていた。したがって吸収される知識・情報の範囲も，専門的，先進的な一部の知識・情
報に限定されると想定されていた。そのため吸収能力は組織学習の局所化をもたらすと考えられ































1.  要素技術の吸収と製品領域の多様化 




いた。新日本製鐵株式会社（以下，新日鐵）の資本参加（1986 年 9 月）を経て，1990 年代半ばか
らASIC（特定用途向けIC）を活かした各種の電子基板の受託開発・製造を中心に業績を伸ばし，




































































































































Programmable Logic Device）が採用された。 
これらの諸活動の結果，当初，経営陣が中核事業と位置付けたソフトウェア事業が大手との競
合等で伸び悩む一方で，ハードウェア事業の事業の幅が広がった。その後も吸収した要素技術





























ASIC は GPT だからである。GPT は「広範囲の製品・製造システムの機能に欠かせない，一般性
の高い機能」を特徴とする要素技術である。IRI ユビテックの事例から明らかなように，ASIC 設計
技術は様々な機能を果たす電子基板に欠かせない一般性の高い要素技術である。必ずしも全て




































出所： IRIユビテック資料，週刊東洋経済『日本の企業グループ』  
エー・ディー・エスの創業者である馬場幸三郎氏は，早川電機（現，シャープ）で新設の中央研
究所の初代半導体研究室長，情報処理事業部長等を務めた人物である。50 歳でシャープを去る




















れていた。東芝製DSPとインモス社製MPUを併用したFIRE PIP（1989 年発売）は従来機種比 5 倍，
モトローラ製とインモス社製のMPUを併用し，3 枚の拡 プロセッサ・ボードを備えたPIP-9000































































































V.  本稿の示唆 




























2  技術軌道と類似の「生来軌道（natural trajectories）」を提起した Nelson & Winter  （1977）  は，具体例として，規
模の経済性の追求と，機械化による効率向上を挙げている（pp.58）。 
3  事例の把握に当たり，本考察では主に 5 つの作業を実施した。①IRI ユビテックの各関連当事者へのインタビュ








5 In-Circuit  Emulatorの略。開発中のコンピュータに接続して，CPUの入力と出力・作用等の適確な反応を確認す
るデバッグ用の装置。 
6  元タウ技研代表取締役社長小篠洋一氏（現，メディアサイト株式会社取締役新規事業開発）へのインタビュー
（2005 年 11 月 9 日，13:00～16:00）より。 
7  当時，開発に参加したエンジニア A 氏へのインタビュー（2005 年 9 月 9 日，14:35～16:10）． 
8  標準ロジック IC とは，「AND」，「OR」等の電子回路を構成するための基本的な論理機能を担う IC である。 
9 PICK  Systems 社（米国カリフォルニア州）が開発し，IBM 360，IBM PC-XT，IBM PC-AT 等に搭載され，UNIX
の対抗 OS と目されていた。 
10 1977 年に富士通が外販を開始して以来，徐々に参入企業が増加し，1980 年代後半から，急激に普及した。 
11  シャープが開発していた，PC とカラーテレビをシステム化した「X1」シリーズ。 







16  当時，開発に参加したエンジニア B 氏へのインタビュー（2005 年 8 月 22 日，13:00～14:30）より。 
17 RF-ID（Radio Frequency Identification の略，無線 IC タグ）を活用したカルテ検索システム。 
18  現在，最も一般的な IC タグの実用化例は JR 東日本の Suica や，ビットワレットの Edy で，双方とも 2001 年 11
月にサービスが開始されている。  
19  上記，田邉氏へのインタビュー。 
20  ディジタル複写機（コピー機）に内蔵され，画像の読み取りや，モーターの制御を行う基板。 
21 charge  coupled  device，「電荷結合素子」の意。 
22 IRI ユビテックの場合，多くの補完的な要素技術の吸収元が共同開発相手であったため，「獲得・同化」の障害
は少なかった。  
                                                                                                                                                 
23  当時，開発に参加したエンジニアエンジニア C 氏へのインタビュー（2005 年 12 月 14 日，14:00～14:30）より。 
24  当時，開発に参加したエンジニアエンジニア D 氏へのインタビュー（2005 年 12 月 22 日，13：00～14：00）より。 
25  上記，小篠氏へのインタビュー。 
26  例えば，シャープは，96年末，液晶プロジェクタ基板の内製化を目指し，IRIユビテックとの取引を停止したが果
たせず，取引関係復活の後，両社での並行開発体制を採用し，段階的にIRIユビテックへの依存度を低下させ
た（当時，開発に参加したエンジニア E 氏へのインタビュー（2005 年 9 月 9 日，16:30～18:00）より）。 
27  半導体メーカーは半製品を提供するにとどまり，製品機能の実装では IRI ユビテックのような基板開発企業が
重要な役割を担った。 
28  日経産業新聞（1983 年 8 月 31 日，5 面）。 
29  元エー・ディー・エス経営幹部 F 氏へのインタビュー（2006 年 9 月 8 日，15：30～17：30）より。 
30  日経産業新聞（1988 年 5 月 4 日，14 面）。 
31  上記 F 氏へのインタビュー。 
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